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１ 基本目標・施策分野の名称

6,835,775 6,985,007 0 0

令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 2,137,625 2,285,435

施策の評価（分析）
令和５年度に第９期の高齢者福祉計画・介護保険事業計画及びデータヘルス計画・特定健康診査等実施計画が改定され
た。それぞれ地域にふさわしいサービス提供体制の充実と被保険者の健康維持、中長期的な医療費の適正化を図り、計画
に掲げた目標達成に向けて取り組まれたい。

地方債及びその他の特定財源 1,228,618 1,261,534 1,286,802

総事業費（計） 6,523,903

国庫支出金 392,119 404,996 456,677

都支出金 2,765,541 2,883,810 2,836,949

令和6年度 令和7年度

一般財源 2,261,452 2,355,676

2,404,579

地方債及びその他の特定財源 1,223,319 1,245,361 1,247,931

総事業費（計） 6,675,326 6,880,363 6,977,480 0 0

 （単位：千円）

決 算 額

事業費/年度

国庫支出金 411,169 434,081 412,481

都支出金 2,779,386 2,845,245 2,925,148

2,391,920

ー

説明・コメント -

ー ー ー ー ー ー

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

ー

ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

基本目標 1  誰もが健康ですこやかに暮らせるまち

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 3  社会保険制度

10年後のめざす姿
 社会保険制度が安定して運用され、それぞれの制度の加入者が必要になった時に、適切なサービスを受け
ることができます。

２ 施策数値指標

 



№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和5年度

当初予算額当初予算額 決算額

924

事務事業の概要
事業計画に記載した地域の実情に応じた取組を着実に進めるとともに、ＰＤＣＡサ
イクルを活用し、計画の進捗管理を行っていく。なお、計画は介護保険制度改正に
基づき中長期的な視点をもち、3年ごとに改定を行い、高齢者のニーズに合った質
の高いサービスが受けられる地域づくりを目指していく。

4 介護保険事業計画の推進 高齢者福祉課

2,800 2,200

928,990

事務事業の概要
高齢期における適切な医療の確保を図るため、医療費の適正化を推進するための計画の作
成及び保険者による健康診査等の実施に関する措置を講ずるとともに、高齢者の医療につ
いて、国民の共同連帯の理念等に基づき、前期高齢者に係る保険者間の費用負担の調整、
後期高齢者に対する適切な医療の給付等を行うために必要な制度を設け、もって国民保健
の向上及び高齢者の福祉の増進を図ることを目的とする。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和5年度

当初予算額

2,476,265

2 後期高齢者事業 住民課

当初予算額 決算額

850,910 893,140

2,314,394 2,485,233

3 介護保険認定・給付事務 高齢者福祉課

事務事業の概要
介護保険制度は、要支援または要介護状態の高齢者が能力に応じ、自立した日常生活を営
むことができるよう必要な保健医療サービス及び福祉サービスの給付を行うことを目的とす
る。介護保険の利用希望者は認定申請を町に提出し、調査員による対面調査（訪問調査）を
受ける。要介護（要支援）認定されたサービス利用希望者は、介護支援専門員とともに必要
な介護サービスを選択し利用する。介護保険による給付は、在宅介護の必要に応じて7段階
の「区分支給限度基準額」が設定されており、その範囲内で介護保険からサービスが給付さ
れる。

令和３年度 ー ー

3,633,759

事務事業の概要
被保険者の疾病、負傷、出産及び死亡に関して必要な給付を行う。また、国民健康
保険財政の健全な運営を確保し、社会保障及び健康保持増進の向上に寄与する
ことを目的とする。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和5年度

当初予算額

1 国民健康保険事業 住民課

3,766,789 3,569,541

当初予算額 決算額

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

４ 重点施策                 担当課 ー

施策 ー 基本構想・重視すべき視点 ー

ー

令和７年度 ー ー

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和5年度

当初予算額当初予算額 決算額

令和６年度 ー

令和４年度 ー ー

令和５年度 ー ー

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】



№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和5年度

当初予算額当初予算額 決算額

合 計 額 7,071,582

31,644

事務事業の概要
内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）に着目した特定健康診査を実施することで、生
活習慣病の予防及び早期発見を図る。また、結果により抽出した生活習慣病のハイリスク者
を対象に、専門職による特定保健指導を行うことで、生活習慣病の発症や重症化を未然に
防ぐ生活習慣の改善につなげる。長期的には町の医療費の適正化を目指す。

5
特定健康診査・特定保健
指導事業

健康課

42,587 34,893

6,977,480 6,985,007









 

１ 基本目標・施策分野の名称

３ 予算・決算の状況

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

1,150件
（       ）

就労支援センター登録者数
135人

（令和元年度末日時
点）

１５０人 １５8人 162人
150人

（       ）

一般相談支援事業所実利用件
数

1,133件
（令和元年度）

９８１件 353件 524件

基本目標 1  誰もが健康ですこやかに暮らせるまち

施策分野 5  障がい者福祉

10年後のめざす姿
 障がいのある人が、住み慣れた地域で自立した生活を送り、障がいのない人と同じ社会の一員として、多種
多様な社会参加が行われています。

２ 施策数値指標

令和4年度

実 績 令和7年度 目標値
（実績値）令和5年度 令和6年度

予 算 額

 （単位：千円）

令和3年度

説明・コメント -

指標名 現状値

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 309,249 335,869 379,823

国庫支出金 403,946 467,637 493,000

都支出金 214,333 254,683 320,407

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

総事業費（計） 927,528 1,058,189 1,193,230 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 330,086 345,371 371,569

485,180

都支出金 242,815 295,004 315,639

 （単位：千円）

施策の評価（分析）
国の指針などに基づき、障害福祉サービス等のサービス提供体制を確保するとともに、引き続き、町の特性に合った地域
生活支援事業の充実を図られたい。

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

総事業費（計） 1,031,448 1,096,649 1,172,388 0 0

国庫支出金 458,547 456,274



福祉課

1,089,117

77,686 77,358

26,427 25,551

当初予算額 決算額

合 計 額 1,279,0691,193,230 1,172,388

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度

障がい児の支援体制充実のため、関係機関と連携会議を行った。ま
た、民間の障害福祉サービス事業所２か所が増え、サービスへのアク
セス性が向上した。当事者・擁護者の高齢化などにより、グループ
ホームなど生活を支えるサービスのニーズが一層高まっている。

コロナ禍の中において、体制や仕組みの整備に
ついて成果がある。利用者のニーズを踏まえ、
支援事業を継続されたい。

1,069,479

3
精神障害者施設の管理
運営

福祉課

80,642

事務事業の概要
瑞穂町福祉作業所における訓練等給付事業及び心身障害者（児）福祉センターあゆみにおける地域生
活支援事業について、指定管理者と連携し円滑な運営を行い、障がい者（児）の就労機会の拡大、日中
活動の充実、介護者の負担軽減につなげる。主な内容は以下のとおり。
１．瑞穂町福祉作業所：障害者総合支援法に基づく就労継続支援B型事業を実施。
２．瑞穂町心身障害者（児）福祉センター：障害者総合支援法の地域生活支援事業に基づく事業を実
施。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

27,533

事務事業の概要
瑞穂町精神障害者地域活動支援センター、瑞穂町精神障害者共同作業所における通所事
業について、指定管理者と連携し円滑な運営を行い、日中活動の自立、社会復帰、介護者の
負担軽減精神障がい者の就労機会の拡大につなげる。主な内容は以下のとおり。
１．精神障害者地域活動支援センター「ひまわり」(旧箱根ケ崎共同作業所）２．精神障害者共
同作業所「ころぼっくる」(旧駒形富士山共同作業所 １、２とも：みずほまち精神保健福祉会
へ指定管理委託

福祉課

1,170,894

事務事業の概要
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく自立支援給付の
うち介護給付と訓練等給付及び地域生活支援事業に係るサービスの必要量の見込みや必
要量の確保のため、具体的な目標に基づいた円滑な事業実施をはかる。
計画実施にあたっては基本理念及び目標に基づき、計画で定めた必要見込量への対応や
ニーズに対して不足するサービスの資源開発を行っていく。

№ 事務事業名 担当

2
心身障害者（児）施設の
管理運営

当初予算額 決算額

令和5年度 令和6年度
当初予算額

1 障害福祉計画の推進

令和７年度

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

４ 重点施策                 担当課 福祉課

施策 1  ふれあい、ささえ合いの地域づくり 基本構想・重視すべき視点 つながる地域づくり

令和６年度

令和４年度

障がい児の支援体制充実のため、心理士による保育園等支援を拡
充し、教育委員会・保健センター等との連携会議を行いました。地域
に不足するサービスを充実させるため、令和5年度にグループホー
ム、就労継続支援Ｂ型事業所開設を検討する民間事業所の相談に積
極的に応じました。基幹相談支援センター、地域生活支援拠点の整
備が課題となっていますが、委託可能な事業所がなく実現できてい
ません。引き続き民間事業所の誘致などが必要です。

引き続き、基幹相談支援センター、地域生活支援
拠点における課題を整理し、町にニーズにあっ
た地域づくりに向けて努力されたい。

令和５年度

現行障害福祉計画の評価と6年度からの計画を策定しました。
障がい児支援体制充実のため、保育士を対象に発達障がいの研修
を実施しました。地域に不足するサービスの充実のため、民間事業所
の開設相談に積極的に応じ、グループホーム１か所、就労継続支援B
型事業所2か所が新規に開設しました。令和６年度の基幹相談支援
センター開設を目指して関係各所と調整を行い、6年度当初予算を
確保しました。

第7期障害福祉計画に掲げるサービス見込量
「活動指標」の着実な進行管理をお願いし、「成
果目標」とともに、評価・分析を行っていただき
たい。また、基幹相談支援センター設置に向け
て、準備を開始したことは評価できる。

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり









 

１ 基本目標・施策分野の名称

0

 （単位：千円）

施策の評価（分析）
令和５年度から令和６年度にかけて、第３期子ども・子育て支援事業計画のニーズ調査及び計画を策定する。時代の変化に
合わせた子どもの居場所づくりを含めた子ども・子育て支援施策の方向性や目標を明確にし、実効性の高い計画書となる
よう期待する。

国庫支出金 49,369 54,307 64,130

都支出金 85,312 92,943 120,049

地方債及びその他の特定財源 7 8 18

国庫支出金

令和6年度

地方債及びその他の特定財源

140,383都支出金

総事業費（計） 271,514 270,385 326,950 0

この地域で、今後も子育てをして
いきたいと回答した人の割合の
平均値

令和5年度

一般財源 136,826 123,127 142,753

令和7年度

319,099 391,164 0

令和5年度

総事業費（計） 330,735

119,602

53

112,056

決 算 額

事業費/年度 令和３年度

81,899

令和４年度

事業費/年度 令和7年度

125,833 125,096 141,392

令和３年度

一般財源

令和6年度

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

２ 施策数値指標

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

実 績
指標名 現状値

令和7年度 目標値
（実績値）

基本目標 2  子どもたちがのびのびと育つまち

施策分野 1  子育てしやすい環境

10年後のめざす姿  全ての子育て家庭や妊産婦が、未来にわたって安心して子育てができるまちとなっています。

92.6% 94.0% 92.4%

85,247

93.7%
（      ）

移動児童館の利用者数

108,803

91.8%
（令和元年度）

令和４年度

説明・コメント -

1,917人
（令和元年度）

2,214人 2,081人 2,280人
2,619人
（      ）

0

48 586

予 算 額

 



18歳に達する日以後の最初の3月31日までの児童を養育している方に対し、児
童に係る医療費の一部を助成することにより、児童の保健向上及び健やかな育成
並びに経済的負担軽減を図り、子育て支援に資することを目的とする。

1
子どもたちのための医療
費助成事業

子育て応援課

109,576 113,431 125,946

事務事業の概要

当初予算額 決算額

令和３年度

令和７年度

全ての子育て家庭や妊産婦が、未来にわたって安心して子育てが
できるよう、医療費助成、保護者負担軽減、子どもと親の居場所づ
くり等を適正に実施した。(子育て応援課)
子育て世代包括支援センターに母子保健コーディネーターを配置
し、妊産婦・子育て家庭の相談に応じた。関係機関との適切な連携、
産前・産後サポートや産後ケア事業の提供等を通して、きめ細やか
な支援を行っている。また、支援関係者や子育ての当事者による外
部評価を活用し、事業を効果的な支援に結びつけるため、（仮称）子
育て世代包括支援センター運営協議会を立ち上げるべく、準備会を
開催した。（健康課）

コロナ禍においても、相談業務を継続し、子育
て家庭が孤立することなく、支援の充実が伺え
る。今後、子ども家庭センター立上げについて、
強固な連携を期待する。

令和４年度

全ての子育て家庭が、未来にわたって安心して子育てができるよ
う、医療費助成、保護者負担軽減、子どもと親の居場所づくり等を
適正に実施した。（子育て応援課）
子育て世代包括支援センターに母子保健コーディネーターを配置
し、妊産婦・子育て家庭の相談に応じた。関係機関との適切な連携、
産前・産後サポートや産後ケア事業の提供等を通して、きめ細やか
な支援を行っている。また、支援関係者や子育ての当事者による外
部評価を活用し、事業を効果的な支援に結びつけるため、子育て世
代包括支援センター運営協議会を立ち上げ、10月に会議を開催し
た。（健康課）
国が創設した「妊婦・子育て家庭への伴走型相談支援と経済的支援
の一体的実施事業（出産・子育て応援交付金）」を令和5年3月に事
業を開始した。相談支援の充実と経済的支援の強化を目指し、妊産
婦・乳児の支援を更に推進する。(健康課）

国の子育て応援交付金、東京都のとうきょうマ
マパパ応援事業補助金などの拡充により、妊娠
届出時より妊婦や特に０歳から２歳までの低年
齢期の子育て家庭に対し、伴走型支援の充実が
図られた。妊娠期から出産・子育てまで一貫し
て身近で相談に応じ、様々なニーズに即した必
要な支援につなぐ伴走型の住民サービス向上
に寄与している。

令和５年度

全ての子育て家庭が、未来にわたって安心して子育てができるよ
う、医療費助成、保護者負担軽減、子どもと親の居場所づくり等を
適正に実施した。（子育て応援課）
子育て世代包括支援センターに母子保健コーディネーターを配置
し、妊産婦・子育て家庭の相談に応じた。関係機関との適切な連携、
産前・産後サポートや産後ケア事業の提供等を通して、きめ細やか
な支援を行っている。（健康課）
また、支援関係者や子育ての当事者による外部評価を活用し、事業
を効果的な支援に結びつけるため、子育て世代包括支援センター
運営協議会を7月と1月に開催した。（健康課）
国が創設した「妊婦・子育て家庭への伴走型相談支援と経済的支援
の一体的実施事業（出産・子育て応援交付金）」を令和5年3月に事
業開始したが、更に1歳前後の児を養育する子育て家庭を対象とし
たバースデーサポート事業（都補助事業）を10月に開始した。これら
の事業を通じて相談支援の充実と経済的支援の強化を図り、妊産
婦・子育て家庭への切れ目のない支援を更に推進する。（健康課）

子育て応援課・健康課

施策 1  切れ目のない妊産婦・子ども・家庭への支援 基本構想・重視すべき視点 つながる地域づくり

４ 重点施策                 担当課

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

子育て応援課と健康課を中心に、様々な子育て
支援施策を実施している中で、引き続き細やか
な支援の充実に努められたい。また、国や東京
都の新たな政策を見据えながら、瑞穂町に合っ
た、適切な施策を展開できる体制づくりを構築
するとともに、（仮称）子ども家庭センターの設
置など、時代の変化に対応できる組織となるよ
う努められたい。

令和６年度

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額



№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

170,400 121,401

2
保護者負担軽減等に関
する事業

子育て応援課

169,777

事務事業の概要
・私立幼稚園等園児保護者負担軽減補助金（東京都補助）は、町民税所得割課税額に応じて、年2
回、10月と3月に直接保護者に交付している。保護者の負担を軽減し、幼稚園教育の振興と充実に資
することを目的としている。・平成22年度からは、都の補助月額に町の補助月額3,500円（第1子）、
4,500円（第2子以降）を加算して支給している。・町内私立幼稚園協会へは、幼稚園の活性化と職員
の資質の向上を目的として、幼稚園協会の主催する研修会や教材費等に年額30万円を補助してい
る。・令和元年10月より、幼児教育・保育無償化に伴い、子育てのための施設等利用給付費負担金の
支給をしている。

391,164 326,950

担当

令和6年度
当初予算額当初予算額 決算額

24,830

事務事業の概要
児童館は、児童福祉法に基づく１８歳未満の児童を対象とする児童厚生施設である。児童
の健全育成を図るとともに、遊びを通した仲間づくりや、健康で心豊かに育つことを助ける
場としている。児童館の主な事業は、子どもたちの自由な活動を見守り・助言する「日常活
動」、スポーツ・料理・工作等の「各種教室」、お楽しみ会・観劇鑑賞会・運動会等の「行事活
動」、幼児と保護者を対象とした定期的な活動や、子育てに関する情報交換の場の提供と
相談事業等の「子育て支援活動」、子どもスタッフにより企画・運営する「子どもまつり」であ
る。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

3 あすなろ児童館事業 子育て応援課

19,769 19,178

当初予算額 決算額

3,649

17,741

事務事業の概要
子ども家庭支援センターは、１８歳未満の子どもと家庭に関するあらゆる相談や妊婦からの相談を受
け、児童虐待の未然防止や保護者の育児負担の軽減、良好な家庭環境への改善に向けた支援などを
行っている。また、保護者同士の交流の場や子育て支援サービスを提供するなど、子育て家庭の総合
拠点としての役割を果たしているほか、関係機関内で支援が必要な児童の情報共有や支援内容の協
議、連携による支援を行っている。さらに、虐待による重篤な事件を発生させないため、独自に「子ども
への虐待防止・対応の手引き」（平成２２年度策定 令和２年度改訂）等を活用し、各分野の職員の虐
待に対する意識や専門性の向上、要保護児童対策地域協議会などとの連携強化を図っている。

令和5年度 令和6年度
当初予算額

№ 事務事業名 担当
令和5年度

当初予算額

合 計 額 407,423

4
子ども家庭支援センター
事業

子育て応援課

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

5
妊婦健康診査・新生児聴
覚検査

健康課

14,277

事務事業の概要
妊婦健康診査（以下「妊婦健診」という。）：妊婦並びに胎児の疾病や異常の早期発見、治
療及び健康に関する保健指導を実施することで、健やかで安心な出産を支援することを目
的とする。
新生児聴覚検査：聴覚障害を早期発見し、適切な治療・支援を行い、音声言語発達への影
響を最小限にすることを目的とする。

№ 事務事業名

20,339 19,692

7
第3期子ども・子育て支
援事業計画の策定

健康課

7,972

事務事業の概要

子ども・子育て支援事業計画は、国から示された基本指針に基づき、瑞穂町が今
後進めていく子育て支援施策の方向性や、目標を総合的に定めているものであ
る。現計画の期間は、令和2年度から令和6年度までの5か年となっているため、
計画の見直しを行う。

決算額

12,730 10,283

当初予算額 決算額

3,588

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

6 出産・子育て応援事業 健康課

54,762 39,316 46,880

事務事業の概要

全ての子育て家庭に専門職が妊娠期から関わり、妊産婦の心身の不調を早期発
見、支援することにより、出産、育児に関する負担や不安を軽減させる。
対象：町で妊娠・出産・育児を行う全ての家庭

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あ





 





 

１ 基本目標・施策分野の名称

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

国庫支出金 0 0 0

都支出金 13,162 13,350 13,713

ー ー ー

ー

ー ー

ー

ーー

ー

令和6年度 令和7年度

-説明・コメント

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

２ 施策数値指標

ー ー ー ー ー ー

ー ー ーー

基本目標 2  子どもたちがのびのびと育つまち

施策分野 3  支援が必要な子どもと家庭への支援

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

一般財源 7,721 6,873 5,739

10年後のめざす姿  支援が必要な子どもと家庭が、きめ細やかな支援を受けられる環境が整っています。

ー

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

 （単位：千円）

地方債及びその他の特定財源 0 0 1

総事業費（計） 20,883 20,223 19,453 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 7,363 6,994 6,320

国庫支出金 0 0 0

総事業費（計） 20,354 21,437 20,247 0 0

施策の評価（分析）
乳幼児期から就学期における早期の相談、更に医療、療育、保健、保育、教育などの機関が連携し、切れ目なく実施される
ことが重要である。町における重層的な相談窓口などの体制整備に期待する。

都支出金 12,991 14,443 13,927

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

 



基本構想・重視すべき視点 つながる地域づくり

貧困対策同様、町内の状況・情報を的確に捉
え、関係機関と連携し様々な角度から、支援
事業が必要である。

ひとり親家庭、障がい児、児童虐待など、
年々増加傾向にある。早期発見、早期対応が
求められる。引き続き、総合的な支援を推進
されたい。

令和６年度

令和７年度

令和５年度

４ 重点施策                 担当課 福祉課・子育て応援課・学校教育課

施策 1  子どもの貧困対策の推進 基本構想・重視すべき視点 つながる地域づくり

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和７年度

施策 2

福祉課・子育て応援課・健康課・学校教育課

令和４年度

きめ細やかな支援を受けられる環境を整えるため、ホームヘルプ
サービス事業等を適正に実施した。（子育て応援課）
児童扶養手当受給者で40歳以上の女性の「乳がん検診無料事
業」を実施し、女性特有の疾病の早期発見に寄与した(受診者5
人）。（健康課）
義務教育就学時のいるひとり親家庭へ、収入条件を付した「ひとり
親家庭等学校給食費補助金交付事業」を実施した。（学校教育
課）

担当課

きめ細やかな支援を受けられる環境を整えるため、ホームヘルプ
サービス事業等を適正に実施した。（子育て応援課）
関係課及び西多摩福祉事務所や社会福祉協議会などと連携し適
切な相談・支援が受けられるよう務めた。（福祉課）
児童扶養手当受給者で40歳以上の女性の「乳がん検診無料事
業」を実施し、女性特有の疾病の早期発見に寄与した(受診者7
人）。（健康課）

令和３年度
きめ細やかな支援を受けられる環境を整えるため、各種手当、医
療費助成、就労支援等を適正に実施した。(子育て応援課）

手当及び医療費助成制度を適正に運営する
とともに、さらなる制度運用に向けて周知徹
底が必要である。

令和４年度

きめ細やかな支援を受けられる環境を整えるため、各種手当、医
療費助成、就労支援等を適正に実施した。（子育て応援課）
ボランティア団体が主体となり、小学校の家庭科室で地域の子ど
もたちに、朝食を提供する事業を実施した。（福祉課）
就学援助費の対象としてに認定されなかったひとり親家庭等に対
し、定められた収入基準の範囲において、学校給食費を補助し
た。（学校教育課）

国内における燃料・物価高騰は町において
も、住民生活に大きな影響が生じている。貧
困対策に向けて、町内の状況・情報を的確に
捉え、様々な角度から支援事業が必要であ
る。

令和３年度

きめ細やかな支援を受けられる環境を整えるため、学校給食費補
助金交付事業、乳がん検診無料受診、ホームヘルプサービス事業
等を適正に実施した。（子育て応援課）
児童扶養手当受給者で40歳以上の女性の「乳がん検診無料事
業」を実施し、女性特有の疾病の早期発見に寄与した(受診者7
人）。（健康課）
義務教育就学時のいるひとり親家庭へ、収入条件を付した「ひとり
親家庭等学校給食費補助金交付事業」を実施した。(学校教育
課)

ひとり親等の現状把握に努め、ひとり親家庭
の支援施策を周知し、効果的に実施してい
る。

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和５年度

きめ細やかな支援を受けられる環境を整えるため、各種手当、医
療費助成、就労支援等を適正に実施した。（子育て応援課）
ボランティア団体が主体となり、小学校の家庭科室で地域の子ど
もたちに、朝食を提供する事業を実施した。１0月より新たに第三
小学校でも事業を開始した。（福祉課）
就学援助費の対象としてに認定されなかったひとり親家庭等に対
し、定められた収入基準の範囲において、学校給食費を補助し
た。また、令和６年度からの学校給食費無償化及び私立学校等の
就学者にも同等の支援ができるよう令和６年度第１号補正予算と
して予算計上した。（学校教育課）

厳しい財政状況の中、物価高騰分に対する支
援として、給食組合への臨時負担金を支出
し、給食費無償化に向け調整が図られ、令和
６年度から給食費無償化を実装できたこと
は評価できる。さらに、公平性の観点から私
立学校等の就学者に対しても支援がされた
ことも評価できる。

令和６年度

 ひとり親等の福祉の充実





19,453 20,247合 計 額 22,717

№ 事務事業名 担当
令和5年度

事務事業の概要
①ひとり親家庭等医療費助成 18歳に達する日以後の3月31日までの間（障がいがあ
る場合は20歳未満）にある児童を養育している父母が、離婚した等のひとり親家庭及
びひとり親家庭に準ずる家庭に対し、児童、父又は母及び養育者に係る医療費の一部
負担金を助成することにより、児童等の保健向上と健やかな育成、経済的負担軽減を
図り、子育て支援に資することを目的とする。②ひとり親家庭等支援事業 平成29年
12月に「ひとり親家庭等実態調査」を実施し、ひとり親家庭支援の充実を図るため、令
和元年度から学校給食費補助金交付事業、乳がん検診無料受診、ホームヘルプサービ
ス事業を開始。また、ひとり親家庭応援リーフレットを作成し、様々な支援事業等を周知
している。

22,717

1
ひとり親家庭等への支
援

子育て応援課

19,453 20,247

令和6年度
当初予算額当初予算額 決算額

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）



 

１ 基本目標・施策分野の名称

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

地方債及びその他の特定財源 199 1,296 166

総事業費（計） 4,335 1,677 903 0 0

国庫支出金 0 0 0

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

都支出金 0 0 0

737一般財源 4,136 381

予 算 額

事業費/年度

２ 施策数値指標

ー

ー

決 算 額

事業費/年度

令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

ー ー ー ー ー ー

ー ー

ー ー ー ー ー ー

町教育委員会最上位計画である、教育基本計画が見直されている。町の理念と計画目標を実現するため、社会情勢を踏ま
え、学力向上を含め様々な取組に期待している。

施策の評価（分析）

基本目標 2  子どもたちがのびのびと育つまち

施策分野 4  人権尊重と社会貢献の精神の育成

10年後のめざす姿  互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識の醸成が育っています。

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

ー ー ー

決 算 額 -

ー ー

国庫支出金 0 0 0

令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

 （単位：千円）

一般財源 104 427 479

総事業費（計） 249 1,451 622 0 0

都支出金 0 0 0

地方債及びその他の特定財源 145 1,024 143

 



令和３年度
身近な地域の学習素材を生かした「ふるさと教育」を推進するため、みずほ学
型学習過程を提示し、「主体的・対話的で深い学び」の視点から地域産業や
伝統文化の体験学習等を行った。

グローバル社会において、多様な価値観を持つ
他者と意思疎通を図るには、自己の価値観の基
礎・背景にある郷土や日本への深い理解が必須
で、また、論理力や英語力なども養わなければ
ならない。今後も様々な手段で人材育成に努め
られたい。

令和４年度
身近な地域の学習素材を生かした「ふるさと教育」を推進するため、みずほ学
型学習過程を提示し、「主体的・対話的で深い学び」の視点から地域産業や
伝統文化の体験学習等を行った。

ふるさと教育を推進することで、児童・生徒に
どのような力が身に付いたか、教育活動全般の
成果を検証する必要がある。

令和５年度
身近な地域の学習素材を生かした「ふるさと教育みずほ学」を推進するため、
学習過程を提示し、「主体的・対話的で深い学び」の視点から地域産業や伝
統文化の体験学習等を行った。

町の良さを誇りに持ち、自分の生まれ育った町
を知ることで、社会に貢献する人間性豊かな成
長につながるよう期待している。

令和６年度

令和７年度

令和５年度

豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育を目指し、教育課
程に生命尊重、人権、いじめ防止等を位置づけ、人権教育、道徳教育及び情
報モラル教育の推進を図った。また、教育委員会及び学校の教職員に対し人
権尊重を目的とした「みずほあったか先生」を推進した。

最重要課題として、確かな学力の育成を目指す
とともに、学校の教育活動を通じ社会に貢献で
きる児童・生徒の育成に努められたい。

令和６年度

令和７年度

施策 2  社会の持続的な発展をけん引するグローバルに活躍する人材を育成 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

担当課 教育指導課

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

４ 重点施策                 担当課 教育指導課

施策 1  豊かな心を育てて、いのちや人権を尊重する態度を育む 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度

豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育を目指し、教育課
程に生命尊重、人権、いじめ撲滅等を位置づけ、人権教育、道徳教育及び情
報モラル教育の推進を図った。また、教育委員会及び学校の教職員に対し人
権尊重を目的とした「みずほあったか先生」を推進した。

人権教育、道徳教育、情報モラル、性教育など
は数字にあらわれづらいものではあるが、どれ
も現代社会を生きる上で必要なものである。子
どもたちや未来の瑞穂町のためにも引き続き
取組が必要である。

令和４年度

豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育を目指し、教育課
程に生命尊重、人権、いじめ撲滅等を位置づけ、人権教育、道徳教育及び情
報モラル教育の推進を図った。また、教育委員会及び学校の教職員に対し人
権尊重を目的とした「みずほあったか先生」を推進した。

各授業等を推進することで、児童・生徒にどう
いった力が身に付いたか、教育活動全般の成果
を検証する必要がある。

令和6年度
当初予算額

1 ふるさと教育推進事業 教育指導課

1,173

事務事業の概要
子どもたち一人一人が夢や希望をもって自立的に未来を切り開いていくために、「ふるさと
瑞穂」の自然や文化を愛し、社会に貢献できる児童・生徒を育成する。そのために、教育委
員会では、地域の専門家・住民・町役場各課の力を借りた「ふるさと教育」を推進する。各小
中学校が、特色あるふるさと教育を計画し、実施する。また、多摩島しょ広域連携活動助成
金を利用した伝統・文化等体験事業を実施した。

№ 事務事業名 担当
令和5年度

当初予算額 決算額

612 387

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）



令和6年度
当初予算額

2
第２次教育基本計画後期
計画（学校教育）策定事
業

教育指導課

428

事務事業の概要
令和２年度からの１０年間の瑞穂町が目指す小・中学校の教育内容と方向性を示した第２次
瑞穂町教育基本計画について、社会情勢や学校教育を取り巻く環境の変化を鑑み、計画の
一部を見直し、第２次瑞穂町教育基本計画後期計画（学校教育）として策定する。

№ 事務事業名 担当
令和3年度

当初予算額 決算額

291 235

903 622合 計 額 1,601





 

１ 基本目標・施策分野の名称

59,829

総事業費（計） 77,868 81,935 84,686 0 0

都支出金 7,086 4,985

令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 49,062

 （単位：千円）

２ 施策数値指標

地方債及びその他の特定財源 0 20,126 19,250

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 63,822 59,035 63,896

都支出金 13,474 5,536

説明・コメント

基本目標 2  子どもたちがのびのびと育つまち

施策分野 5  確かな学力の育成と個性と創造力の伸長

10年後のめざす姿
 確かな学力の向上と、社会の変化に対応できる思考力、判断力、表現力が育成され、子どもたちの個性と創
造力が豊かになっています。

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

60.8%
（令和元年度）

45.7% 47.8% 47.2%
65.0%

（       ）

中学校3年生における平日の授業以
外の勉強時間（家庭学習等の時間）が
1時間以上である生徒の割合

49.9%
（令和元年度）

62.8% 59.8% 52.2%
68.0%

（       ）

小学校6年生における平日の授業以
外の勉強時間（家庭学習等の時間）が
1時間以上である児童の割合

-

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

総事業費（計） 89,161 85,446 89,749 0 0

国庫支出金 11,865 749 5,016

1,587

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

1,920 743 4,863

小学校５年生を対象に、体験型英語学習施設「東京グローバル・ゲートウエイ・グリーン・スプリングス」を利用し、英語に親し
む環境を整えている。これからも、このような機会活かし、国際語となった英語を介して、コミュニケーション能力を高めら
れるよう教育活動を推進されたい。

1,577

国庫支出金

決 算 額

事業費/年度 令和３年度

施策の評価（分析）

地方債及びその他の特定財源 19,800 19,387 18,417

56,820

 



令和6年度
当初予算額

1 学力向上事業 教育指導課

20,190

事務事業の概要
児童・生徒一人ひとりが、自分の夢や希望を実現し、社会に出ても逞しく生きていくために
は、生きる力の知的な側面としての学力が必要である。教育委員会では、児童・生徒の学力
向上に向け、これまで以上に学校教育の質的量的向上が必要であると考え、積極的に学力
向上策を推進していく。

№ 事務事業名 担当
令和5年度

当初予算額 決算額

38,948 38,366

４ 重点施策                 担当課 教育指導課

施策 1  全ての児童・生徒に確かな学力を育む 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度

学力向上に向け、児童・生徒が主体的に学ぶ力を育むため地域学校
協働本部の運営による放課後学習「学びのテーマパーク」を実施した
ほか、漢字・英語検定を実施することで、目標を明確化しその達成に
向けた自発的な学習を促すことができた。

コロナ禍においても、感染対策を講じ環境整備
を整えるとともに、放課後学習を継続したこと
は評価できる。

令和４年度

学力向上に向け、児童・生徒が主体的に学ぶ力を育むため地域学校
協働本部の運営による放課後学習「学びのテーマパーク」を実施した
ほか、漢字・英語検定を実施することで、目標を明確化しその達成に
向けた自発的な学習を促すことができた。

放課後学習を継続しているが、引き続き、地域
学校協働本部の創設、ふるさと学習「みずほ学」
を核にして、家庭、地域に働きかけ、強固な連携
を築きつつ、改善・充実を図られたい。

令和５年度

学力向上に向け、児童・生徒が主体的に学ぶ力を育むため地域学校
協働本部の運営による放課後学習「学びのテーマパーク」の内容を
拡充したほか、英語検定を実施することで、目標を明確化しその達
成に向けた自発的な学習を促すことができた。

小・中学校で、英語を母国語とする指導助手を
派遣し、また中学校２年生の希望者を対象に、
英語検定受験の補助が行われている。引き続き
自発的な学習に向けた環境整備に努められた
い。

令和６年度

令和７年度

担当課 学校教育課・教育指導課

施策 2  すこやかな体を育て、健康的に生活する力を育む 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

令和３年度

児童・生徒が食に関する正しい知識、望ましい食習慣を身に着けると
ともに、食物アレルギー疾患に関する事故を防止するため、アレル
ギー疾患対応マニュアルに基づく校内研修等を実施した。(学校教育
課）
体力の向上や健康の増進とともに豊かな人間性を育む基礎となる部
活動が効率的・効果的に運営できるよう、各中学校に部活動指導補
助員を配置した。(教育指導課）

令和７年度

各学校の状況を踏まえ、部活動補助員を設置
し、状況に応じて随時改善に努めている。

令和４年度

児童・生徒が食に関する正しい知識、望ましい食習慣を身に付けると
ともに、食物アレルギー疾患に関する事故を防止するため、アレル
ギー疾患対応マニュアルに基づく校内研修等を実施した。(学校教育
課）
体力の向上や健康の増進とともに豊かな人間性を育む基礎となる部
活動が効率的・効果的に運営できるよう、各中学校に部活動指導補
助員を配置した。(教育指導課）

「瑞穂町部活動基本方針」を改訂し、教員以外の
適格者が、直接指導に参加できる部活動指導員
について規定したが、各学校の実情に合わせ、
地域移行を見据えた柔軟な対応が求められる。

令和５年度

児童・生徒が食に関する正しい知識、望ましい食習慣を身に付けると
ともに、食物アレルギー疾患に関する事故を防止するため、アレル
ギー疾患対応マニュアルに基づく校内研修等を実施した。（学校教育
課）
体力の向上や健康の増進とともに豊かな人間性を育む基礎となる部
活動が効率的・効果的に運営できるよう、各中学校に部活動指導員
及び部活動指導補助員を配置した。また、部活動コーディネーターを
新たに配置した。(教育指導課）

「瑞穂町部活動基本方針」に基づき、教員以外の
適格者が、直接指導に参加できる部活動指導員
について規定しているが、引き続き、地域移行
を見据えた制度構築に向け、対応を検討された
い。

令和６年度



89,749 84,686合 計 額 71,332

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

3 特別支援教育推進事業 教育指導課

16,790

事務事業の概要
特別な支援を必要とするすべての児童・生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取り組み
を支援するために、幼児、児童・生徒一人ひとりが必要とする教育内容を把握し、そのもてる
力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するための適切な指導及び必要な支援を
行うことを目的とする。

当初予算額 決算額

16,516 14,485

令和6年度
当初予算額

2 教育相談事業 教育指導課

34,352

事務事業の概要
専任相談員の全校配置、家庭と子供の支援員の活用、適応指導教室の運営等を
通して、教育相談体制の充実を図る。

№ 事務事業名 担当
令和5年度

当初予算額 決算額

34,285 31,835





 







 

１ 基本目標・施策分野の名称

令和5年度 令和6年度

施策分野 7  青少年の健全育成

10年後のめざす姿
 行政、学校、家庭、地域社会が協働して、青少年健全育成活動や体験活動が充実し、青少年が心身ともに
健やかに育っています。

２ 施策数値指標

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

基本目標 2  子どもたちがのびのびと育つまち

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度

560人
（       ）

青少年委員会活動参加者数
510人

（令和元年度）
0人 405人 846人

3,563

説明・コメント

※
新型コロナウイル
ス感染拡大防止
のため、青少年
委員会事業未実
施 -

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

0 0

 （単位：千円）

決 算 額

事業費/年度

国庫支出金 0 0 0

都支出金 1,757 1,751 1,746

都支出金 799 1,223 1,632

令和6年度 令和7年度

一般財源 4,059 3,929

3,355

地方債及びその他の特定財源 0 0 60

総事業費（計） 5,816 5,680 5,369

一般財源 2,901 1,486

施策の評価（分析）
子どもたちにとって様々な体験は、自身の興味を高め、豊かな人間性や社会性、そして将来の夢や希望を育む貴重な機会
である。これからの社会を創造する青少年の豊かな人間性・社会性を様々な青少年推進事業を通じ、養ってもらいたい。

地方債及びその他の特定財源 0 142 24

総事業費（計） 3,700

国庫支出金 0 0 0

2,851 5,011 0 0

令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

 



令和６年度 ー ー

令和７年度 ー ー

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

令和３年度 ー ー

令和４年度 ー ー

令和５年度 ー ー

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

４ 重点施策                 担当課 ー

施策 ー 基本構想・重視すべき視点 ー

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和5年度 令和6年度
当初予算額

1
青少年の健全育成に向け
た支援及び事業の実施

社会教育課

2,664 2,390

当初予算額 決算額

2,370

事務事業の概要
（瑞穂町子ども会連合会への支援）子どもの健全育成を促し、異年齢の子ども達が集団で活
動する中で、社会性を身につけることを目的とした事業（青少年問題協議会関係事務）本会
議については青少年関係団体が青少年に関する情報交換を行う。地区協議会の内容は、防
犯パトロール、校外指導に関すること、ボランティア活動を推進することほか（青少年の主張
事業）青少年の自由な発想と強い意志を養い、自分の意見を発表する場をつくり、次代を担
う青少年の健全育成を目的とする。

№ 事務事業名 担当

2,846

事務事業の概要
子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくり（居場所づくり）を目指
す。国と東京都の補助（国1/3、都1/3）を受け、社会教育課・教育課・子育て応援課と連携し
て放課後子ども教室推進事業を実施する。

3 放課後子ども教室 社会教育課

2,487 2,458

432

事務事業の概要
社会教育課では、町内在住、在学の小学5年生～18歳までを対象に、ジュニアリーダー養
成事業を、年間8回程度実施。 この養成事業では、さまざまな学年の子どもたちが、集団行
動を通じて、リーダーになるうえで必要な協調性や積極性を養っている。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

2
ジュニアリーダーの養成
及び活用

社会教育課

218 163

当初予算額 決算額

5,369 5,011合 計 額 5,648



 





 

１ 基本目標・施策分野の名称

都支出金 339 6,324 6,459

施策の評価（分析）
スカイホールの施設の老朽化が懸念される。今後の社会情勢の変化や利用者ニーズを踏まえ、管理運営方法等について、
今後も研究する必要がある。

地方債及びその他の特定財源 50,000 54,438 33,614

総事業費（計） 205,231 217,389 212,899 0 0

一般財源 147,906 155,888 172,576

国庫支出金 6,986 739 250

総事業費（計） 192,768 202,559 208,186 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

 （単位：千円）

都支出金 768 1,358 1,751

地方債及びその他の特定財源 28,000 50,000 33,144

国庫支出金 1,500 750 1,000

一般財源 162,500 150,451 172,291

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

-説明・コメント

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

令和6年度

48,000人
（     ）

令和7年度 目標値
（実績値）

10年後のめざす姿
 スカイホール、耕心館、郷土資料館「けやき館」をはじめ、多様なプログラムの展開と各施設の適正な維持管
理により、誰もが身近に自分の興味に合った質の高い文化・芸術・歴史に親しむ環境が整っています。

郷土資料館来館者数
（ ）新規来館者数

39,325人
（10,477人）

（令和元年度末日時点）

24,339人
(7,395人)

30,866人
(9,244人)

30,987人
(8,101人)

43,000人
（12,900人）
（     ）

指標名 現状値
実 績

令和3年度 令和4年度 令和5年度

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

スカイホール利用者数
43,768人
（令和元年度）

２ 施策数値指標

基本目標 3  豊かなこころを育むまち

施策分野 2  文化・芸術

17,502人 28,677人 28,648人

 



令和７年度 ー ー

ー ー

令和４年度 ー

2 郷土資料館事業の充実 図書館

1
ﾋﾞｭｰﾊﾟｰｸ・ｽｶｲﾎｰﾙ
維持管理・運営事業

社会教育課

ー

令和５年度 ー ー

令和６年度 ー ー

令和３年度

事務事業の概要

令和5年度 令和6年度
当初予算額

瑞穂町に関する歴史・文化・教育的資料を収集し、保管及び展示して町民の利用に
供し、その教養学術及び文化の向上に寄与することを目的として、調査研究の成果
を展示・刊行物の発行・講演会の開催等の方法により周知するよう図る。

№

ー

施策 ー 基本構想・重視すべき視点 ー

４ 重点施策                 担当課

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

92,720

事務事業の概要

町の文化活動の拠点として、様々なジャンルの優れた作品を鑑賞する機会を提供し
ている。また、町民が自主的な文化活動や創造活動の場として利用できるよう、効
率的な維持管理に努めている。

97,564 102,838

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

46,506

事務事業の概要

2,356

事務事業の概要
・郷土研修会・文化財展・郷土歴史講演会・自然に関する講演会などの事業を実施し、町
 民の郷土に対する意識の向上を図る。
・文化財保護法第９３条の規定に基づき、埋蔵文化財包蔵地内における土木工事等につい
 ての試掘・立会調査を実施し、その結果を記録する。

当初予算額 決算額

4,610 3,887

№ 事務事業名 担当
令和5年度

3 文化財保護事業の充実 図書館

当初予算額 決算額

60,465 60,638

令和6年度
当初予算額

74,927

№ 事務事業名 担当

事務事業の概要
瑞穂町では、先人達が築いてきた文化や歴史、狭山丘陵をはじめ広大な平地林や農地な
ど、里山を代表する自然が今も大切に残されている。しかし、郷土の歴史や自然など各分野
についてまだ知られていない数多くの魅力がある。ふるさとづくり推進事業では、町民が再
度ふるさとを見直すために、歴史、観光、自然の３つの分野を中心に、今後の教養学術及び
地域に根ざす文化の向上を推進する。

合 計 額 216,509

5 ふるさとづくり推進事業 図書館

16 5

208,186 212,899

町民に心安らぐくつろぎの場を提供する。また、周辺地域の優れた音楽、美術・工芸
などの鑑賞事業や季節に合わせた事業を実施し、文化・芸術に触れる機会を創出
することにより、町民の文化・芸術振興に寄与する。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

4 耕心館事業の充実 図書館

45,531 45,531

当初予算額 決算額

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり

令和６年度から「文化財保護事業の充実」に統合



 











 





 

１ 基本目標・施策分野の名称

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

 （単位：千円）

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

説明・コメント

※
募集は行ったが、
新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響と考える。

※
募集は行ったが、
新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響と考える。

-

 国際交流

10年後のめざす姿  姉妹都市交流事業や外国人住民などの交流を通し、国際的な視野を持った住民が活躍しています。

２ 施策数値指標

海外留学奨学生（累計）
14人

（令和2年10月現在）
14人

（令和３年度 0人）
14人

（令和4年度 0人）
14人

（令和5年度 0人）

19人
（     ）

国庫支出金 0 0 0

都支出金 435

基本目標 3  豊かなこころを育むまち

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 5

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 5,318 4,766 4,621

0 0

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

総事業費（計） 5,753 4,766 4,621 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 0 30 0

国庫支出金 0 0 0

都支出金 0 0 0

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

総事業費（計） 0 30 0 0 0

施策の評価（分析）
新型コロナウイルス感染状況が終息に向かうところではあったが、さらに、円安及び燃料物価高騰の影響が考えられる。社
会情勢を踏まえ、今後、海外留学奨学生における条件等などの見直しを検討する時期にあると考える。

 



合 計 額 4,6124,621 0

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

1 国際化推進計画の具体化 企画政策課

61 0

当初予算額 決算額

3 青少年国際交流事業 社会教育課

4,500

事務事業の概要
町の青少年で、積極的に海外の学校で学芸及び技能を修得しようとする方に対し、その奨学
資金と渡航費用の一部を支給する制度を運用する。受付期間を第１期と第２期に分け、受付
期間終了後、瑞穂町海外留学生選考委員会において、書類審査等によって選考され、その
後に支給となる。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

50

事務事業の概要
平成20年度に、姉妹都市であるアメリカ合衆国カリフォルニア州モーガンヒル市に町内在住
中学生6名を派遣し、青少年国際交流事業を開始。隔年で双方の青少年の派遣を実施。姉
妹都市間の交流を深め、国際感覚を養い、社会性や自立性、感性の向上を通して双方の良
さ、ひいては日本とアメリカの良さを知ることが当事業の目的である。また、派遣事業及び受
入事業に参加した青少年が、自分自身のみならず、町民に対する情報の発信や、今後の国際
交流において中心的役割を担えるよう、積極的な事業内容を計画する。

2 海外留学奨学金等の支給 企画政策課

4,500 0

当初予算額 決算額

60 0

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

令和６年度 ー ー

令和７年度 ー ー

62

事務事業の概要
国際化推進計画の推進を図るとともに、「瑞穂町国際化推進委員会（以下「推進委員会」）」と
連携して計画の進捗管理を行う。また、姉妹都市モーガンヒル市との交流のほか、瑞穂町姉
妹都市委員会（以下「姉妹都市委員会」）との連携を図る。

４ 重点施策                 担当課 ー

施策 ー 基本構想・重視すべき視点 ー

令和４年度 ー ー

令和５年度 ー ー

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度 ー ー



 

1 基本目標・施策分野の名称

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

44,526

基本目標

国庫支出金

都支出金

地方債及びその他の特定財源

0

10,355

4  つながりと活力にあふれるまち

新規就農者受入件数（累計）

235,655㎡
（令和元年度末日時

点）

16人
（令和元年度末日時

点）

施策分野 1  農業

10年後のめざす姿
 瑞穂町の農業が主要な産業のひとつとなり、農業の特産品がブランド力をもっています。また、農地が良好
な田園風景を形成しています。

6,142

19人
（     ）

実 績

285,655㎡
（     ）

0 0

28,460

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

265,065㎡ 265,065㎡ 325,759㎡

17人

説明・コメント

1,180

一般財源 4,522 16,045 12,619

21

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

農地中間管理事業等にもとづく
農地の賃借等を行った面積

10,685

２ 施策数値指標

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

21

指標名 現状値
令和7年度 目標値

（実績値）

-

24,154 0 0

18人 20人

施策の評価（分析）
新規就農者受入件数が目標値に達成したことは評価できる。
町独自のスマート農業・環境負荷軽減推進事業は、時代に沿った農業生産、農業振興に寄与している。

都支出金 21,973 27,480 8,593

地方債及びその他の特定財源 13 15 1,118

国庫支出金 0 0 0

総事業費（計）

 （単位：千円）

総事業費（計） 29,557 42,095 18,694 0 0

令和6年度 令和7年度

一般財源 7,571 14,600 8,983

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

 



４ 重点施策                 担当課 産業経済課

施策 3  ふれあい農業の推進 基本構想・重視すべき視点 資源を磨き生活の質を豊かにする

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度

農地については、農地の貸借を進めるとともに、新たな担い手として、障害福
祉サービス事業者への貸借について支援した。また、狭山池上流部の農地に
ついては、引き続き小麦まきや花畑づくりを行うとともに、農業体験ができる
場の創出にむけて、土地所有者と調整し、新たに畑を借り受けた。

令和７年度

№ 事務事業名
令和5年度 令和6年度

当初予算額

地域の交流の場づくりの構築における場の創
出に向けて、土地所有者との調整等により、畑
を借り受け、遊休農地の解消につながってい
る。

令和４年度

ふるさと納税返礼品に農業者自らが運営する体験農園を登録した。また、狭
山池上流部の農地については、引き続き小麦まきや花畑づくりを行うととも
に、農業体験ができる場の創出や農業振興のための拠点整備に向けて、都外
にある施設を見学し、情報交換を行った。なお、農地については、新規就農者
の受け入れや農地の貸借を積極的に進めた。
〇農地の賃借等を行った面積 309,186㎡(+44,121㎡)
〇新規就農者受入件数 18人(+1人）

体験型のふるさと納税返礼は、町の特性を活か
している。体験できる場の創出に向けて、農業
振興を図られたい。

令和５年度

農地については、新規就農者の受け入れや農地の貸借を積極的に進めた。ま
た、狭山池上流部の農地については、引き続き小麦まきや花畑づくりを行うと
ともに、農業体験ができる場の創出や農業振興のための拠点整備に向けて、
都内にあるインキュベーション農園や加工施設などを見学し、情報交換を行っ
た。
〇農地の賃借等を行った面積 3２５，７５９㎡(+１６,５７３㎡)
〇新規就農者受入件数 ２０人(+２人）

農地の賃借を進めているが、引き続き、農地の
多面性を活かした施策を推進されたい。

令和６年度

担当

５ 個別事務事業概要

1,721

事務事業の概要
本事業は、特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律に基づき、農業の良さを
体験してもらい農業振興をはかること、また、住民の積極的な参加により農作物を栽培する
ことで農業に対する理解を深めてもらうことを目的として実施している。現在、町で実施して
いる住民参加型の農業施設は平成12年4月に開園した町民農園であり、2か所145区画を
貸出中。利用申込等の手続き、区画の適正管理の指導のほか、農園全体の共用部分の除草
清掃をはじめ、水道、トイレ、あずまや、案内板などの施設を管理している。また、農業委員会
の不耕作地解消事業として箱根ケ崎地区の農業振興地域において、近隣の福祉施設と連
携して小麦まきを実施しているほか、新規就農者との協働により花畑づくりを行っている。

当初予算額 決算額

40,719

事務事業の概要
町の農業振興を図るため、各種農業団体をはじめ、町内の農業者とともに農業施策に取り
組んでいる。特に、意欲ある認定農業者や新たに農業参入した非農家出身の新規就農者に
は、町農業の発展に大きな期待をしている。各種農業団体や認定農業者、新規就農者と連
携を図り、町と農業者が一体となり、安全で美味しく新鮮な農畜産物を町民をはじめとする
消費者に提供できるよう農業振興事業に取り組んでいる。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

22,553 17,134

当初予算額 決算額

農業振興事業 産業経済課

産業経済課2
ふれあい交流型農業の推
進事業

1

1,601 1,560

（単位：千円）

合 計 額 42,44024,154 18,694



 

1 基本目標・施策分野の名称

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

基本目標 4  つながりと活力にあふれるまち

企業誘致奨励制度による企業立
地数

3社
（令和元年度）

３社 ３社 ３社
6社

（     ）

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 2  商工業

10年後のめざす姿
 地域の商店と大型商業施設等が共存し、活気にあふれています。町内の工業事業者が活気にあふれ、技術
力の高い工業集積地が形成されています。

説明・コメント -

２ 施策数値指標

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

一般財源 20,571 20,248 36,251

国庫支出金 0 0 0

都支出金 500 8,430 7,441

地方債及びその他の特定財源 0 0 5

総事業費（計） 21,071 28,678 43,697 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

 （単位：千円）

一般財源 25,724 23,545 32,898

国庫支出金 104,442 59,800 61,390

都支出金 18,609 34,914 1,896

施策の評価（分析）
令和４年度に引き続き、予算額及び決算額の乖離は、中小企業者等原油価格・物価高騰臨時対策補助金を実施したためで
ある。ものづくり・ＤＸ等推進事業補助金を交付することで、さらなる町内産業の活性化、イノベーションの創出に期待して
いる。

地方債及びその他の特定財源 6,033 0 154

総事業費（計） 154,808 118,259 96,338 0 0

 



令和６年度 ー ー

令和７年度 ー ー

21,613

事務事業の概要
瑞穂町商業振興プランに基づき、地域の商店等が実施するイベント・活性化事業
の所用経費を補助することで、商業の振興、小売店の経営の安定・発展を目指す。
また、みずほブランドを町内外へＰＲし周知を図る。

４ 重点施策                 担当課 ー

施策 ー 基本構想・重視すべき視点 ー

令和４年度 ー ー

令和５年度 ー ー

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度 ー ー

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

2 工業振興事業 産業経済課

32,402 21,875

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

1 商業振興事業 産業経済課

11,295 74,463

当初予算額 決算額

31,595

事務事業の概要
中小企業の経営基盤は脆弱で、経済変動の影響を受けやすい。町が、企業経営に必用な資
金の融資をあっせんし、利子を補給することで、企業経営の安定化を図る。
また、圏央道や国道16号、新青梅街道などの幹線道路網が充実しており、企業が立地する
上で有利な環境にある。産業の振興及び雇用の機会の拡大を図り、地域経済の発展及び住
民生活の向上を目的とし、企業誘致を促進する。

合 計 額 53,20843,697 96,338



 

1 基本目標・施策分野の名称

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

10年後のめざす姿
 町内の自然や文化資源、観光資源、特産品などがそれぞれ魅力的で際立ち、住民や来町者が充実した時間
を過ごすことができています。

基本目標 4  つながりと活力にあふれるまち

観光情報サイト アクセス数
24,269件
（令和元年度）

19,316件 21,420件 28,115件
37,760件
（      ）

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 3  観光・イベント

２ 施策数値指標

さやま花多来里の郷入園客数
（カタクリ開花時期）

10,267人
（令和元年）

8,963人 5,574人 8,715人
11,000人
（      ）

一般財源 12,766 18,658 10,559

説明・コメント -

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

0 0 0

都支出金 836 836 0

国庫支出金

地方債及びその他の特定財源 0 0 1,532

19,494 12,091 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

施策の評価（分析）
（施策数値指標）さやま花多来里の郷入園客数は、新型コロナウイルス感染症の類型変更におけるマスクの着用・外出判断
は、個人の判断とされ、改善されてきていることが伺える。

地方債及びその他の特定財源 100 29 1,428

総事業費（計） 3,553 4,677 13,451 0 0

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

 （単位：千円）

都支出金 0 836 534

一般財源 3,453 3,812 11,489

国庫支出金 0 0 0

総事業費（計） 13,602

 



４ 重点施策                 担当課 産業経済課

施策 1  地域資源の充実・活用 基本構想・重視すべき視点 資源を磨き生活の質を豊かにする

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和６年度

令和７年度

令和３年度

ふるさと納税制度を令和３年１１月５日より開始し、返礼品を通じて、
町の魅力発信、知名度の向上、地場産業の振興、新たな財源確保を
図った。
また、地域資源の充実や活用を図るための方向性と施策を示すた
め、瑞穂町産業振興ビジョンを改訂した。

ふるさと納税返礼品事業を開始し、行政改革の
観点からも新たな財源獲得となり、大きな成果
である。地域資源に磨きがかかる事業となっ
た。

令和４年度

ふるさと納税返礼品の拡充を図るため、ポスターやチラシ、ホーム
ページによる広報活動を展開し、６０品目を認定した。（令和３年度４
５品目）。また、残堀川ふれあいイベントを新型コロナウイルス感染拡
大防止の対策を講じながら、開催規模の縮小や開催時間の短縮、会
場内の飲食禁止等、運営方法を見直ししながらイベント事業を実施
した。

「瑞穂町シティプロモーション基本方針」を踏ま
え、町内外に町の情報を発信し、町の持続的な
発展に寄与するとともに、関係人口・生産年齢
人口の増加に期待している。

令和５年度

ふるさと納税返礼品の拡充を図るため、ポスターやチラシ、ホーム
ページによる広報活動を展開し、7０品目を認定した（令和４年度６０
品目）。コロナ禍の行動制限緩和に伴いさくらまつりの代替事業（春
のみずほまるシェ）やサマーフェスティバル等、従来の企画を見直し
ながらイベントを再開した。近隣自治体と連携した観光施策や町外
でのイベントに積極的に参加し瑞穂町をＰＲしました。またドラマ等の
ロケーション誘致も行い、撮影で使われることで町の知名度向上が
図られた。

「春のみずほまるシェ」が開催されたが、これま
で、町の各種イベントに協力していた団体の皆
さんが高齢化していることは否めない。これま
でどおりのイベント開催が難しくなる中で、知
恵を出し合い、さくらまつりに代わる新たな
チャレンジとして事業を実施したことは評価で
きる。

担当課 産業経済課

町のイベントが新型コロナウイルス感染症の影
響で、中止となっている。情報発信については、
町公式キャラクターみずほまるを活用し、今後
もさらに発信力強化につながる見通しである。

令和４年度から設置された観光・プロモーショ
ン係を中心に、「みずほまる」を活用し、町の魅
力を発信、知名度向上に期待している。

令和５年度

観光パンフレットや観光情報サイト、マスコミを通して観光情報を発
信しました。また、「みずほまる」をラッピングしたインパクトのある庁
用車を制作し、町内外を走行する新たな情報発信ツールも開拓しま
した。その他、みずほまるの着ぐるみを活用し、さまざまなイベントに
参加をしながら観光情報を発信しました。

令和７年度

庁用車のラッピングについては話題となり、新
聞にも取り上げられるなど、効果的な情報発信
が身を結んだ結果である。町の知名度向上策と
しては大きな効果があった。

令和６年度

令和４年度

運用している観光情報サイトをスマートフォンに対応したパッケージ
に更新作業を行いました。また、公式キャラクター「みずほまる」を活
用して、動くＬＩＮＥスタンプや着ぐるみを製作し、発信力の強化を図
りました。また、町の知名度向上を図るための推進体制等を示した
「瑞穂町シティプロモーション基本方針」を策定しました。

施策 2  観光情報の発信・イベント情報の充実 基本構想・重視すべき視点 資源を磨き生活の質を豊かにする

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度

新たな情報発信ツールとして、町の公式キャラクター「みずほまる」を
活用したLINEスタンプやスタンディパネルの制作やナンバープレー
トデザインの募集を行い、発信力の強化を図った。
また、プロモーションの推進や町の魅力を伝える観光事業を展開す
るための方向性と施策を示すため、瑞穂町産業振興ビジョンを改訂
した。



№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

42023,026 4,668

7,5939,736 8,783

1
観光振興事業・ふるさと納
税（寄付）返礼品提供事
業

産業経済課

事務事業名 担当
令和5年度

事務事業の概要
町内外への観光資源のアピール、地場産業を活かしたイベントを通じ交流人口を
増やすことで、地域の活性化を図り、観光振興を目指す。

№
令和6年度
当初予算額

12,762 8,783合 計 額 11,795

2
シティセールス・プロモー
ション事業

産業経済課

事務事業の概要
町の魅力を整理し、町内外に対して効果的にアピールできるよう瑞穂町シティプロ
モーション基本方針を令和４年度に定めるとともに、町のブランドイメージを定着さ
せることを目的とする。
 また、公式キャラクター「みずほまる」を活用した情報発信・ＰＲを行うことにより町
内外の知名度を上げるとともに、観光事業・観光誘客を含め、戦略的なシティプロ
モーション事業を展開する。

当初予算額 決算額
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１ 基本目標・施策分野の名称

ー

ー説明・コメント ー ー ー ー ー

ー

ー ー ー ー

ー ー ー ー ー

ー

ー ー ー ー ー

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

基本目標 5  環境にやさしい安全・安心なまち

施策分野 3  基地対策

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

ー ー

ー ー

10年後のめざす姿
 住民の生活環境が保全されるとともに、基地に起因する諸問題による不安感が軽減され、住民が大きな不
安を抱くことなく、安心して生活できるまちとなっています。

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度

２ 施策数値指標

令和6年度

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 855 849 606

国庫支出金 209 420 420

都支出金 0 0 0

 （単位：千円）

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

総事業費（計） 1,064 1,269 1,026 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 849 811 405

国庫支出金 0 420 509

総事業費（計） 849 1,231 914 0 0

施策の評価（分析）
令和５年度は有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）の問題が生じたが、引き続き、基地に起因する諸問題の解決に向け、住民が快適
に暮らせるよう、議会及び関係機関と連携し、粘り強く要請活動を継続されたい。

都支出金 0 0 0

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

 



合 計 額 23,6821,026 914

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

23,476

事務事業の概要
横田基地の騒音被害の実態をより正確に把握するため、航空機騒音固定調査を実施する。データは、
国に対して補助金の増額や補助制度の見直しを要請する際の基礎資料とし、国や東京都の測定結果と
も比較し、基地全体の被害と飛行直下の町の被害を明らかにする。

2 航空機騒音測定 企画政策課

762 730

206

事務事業の概要
基地に起因する問題に対し、町と議会で連携し共同で要望活動を実施する。また、横田基地に関する東
京都と周辺市町連絡協議会、横田基地周辺市町基地対策連絡会及び防衛施設周辺整備全国協議会
等、これらの会においても同様に要請活動を実施する。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

1
横田基地に起因する諸問
題の解決に向けた関係機
関への要望活動

企画政策課

264 184

当初予算額 決算額

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

令和６年度 ー ー

令和７年度 ー ー

令和５年度 ー ー

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度 ー ー

４ 重点施策                 担当課 ー

施策 ー 基本構想・重視すべき視点 ー

令和４年度 ー ー



 

１ 基本目標・施策分野の名称

都支出金 311 308 210

施策の評価（分析）
脱炭素に向けた動きは、世界的に加速している。住民に対しカーボンニュートラル実現に向けた情報提供及び環境施策に
期待している。

地方債及びその他の特定財源 53,866 72,772 69,119

総事業費（計） 455,112 469,633 493,838 0 0

一般財源 300,935 296,553 344,509

国庫支出金 100,000 100,000 80,000

0

都支出金 274 274 361

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

 （単位：千円）

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

2,620,038㎏-co2

△27.0%
（      ）

町行政の事務事業から発生する
温室効果ガス排出量・削減率※

2,970,582㎏-co2

△17.2%
（令和元年度）

2,756,464kg-CO2
△23.2％

2,707,315kg-CO2
△24.6％

2,829,384kg-CO2
△21.2％

822ｇ
（     ）

867ｇ903ｇ

基本目標 5  環境にやさしい安全・安心なまち

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 4  環境にやさしい生活の推進

10年後のめざす姿
 住民や事業者と協働による環境保全活動が実践され、再生可能エネルギーが有効活用されるとともにごみ
の排出量が減少し、環境負荷の少ない暮らしが営まれています。

２ 施策数値指標

917ｇ
937ｇ

（令和元年度）
1人1日あたりのごみ排出量

一般財源 356,881 324,076 358,898

説明・コメント

※
温室効果ガス排出量、
削減率は第2次地球
温暖化対策実行計画
（事務事業編）（平成
29年2月）で基準年と
した平成27年度の排
出量3,589,094㎏-
co2を基準

-

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

国庫支出金 80,000 100,000 80,000

地方債及びその他の特定財源 20,620 40,341 54,239

総事業費（計） 457,775 464,691 493,498 0

 



５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

当初予算額 決算額

308 308

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度 ー ー

４ 重点施策                 担当課 ー

施策 ー 基本構想・重視すべき視点 ー

当初予算額 決算額

7,068 6,736

令和6年度
当初予算額

1 全町一斉清掃 環境課

1,354 1,320

令和６年度 ー ー

令和７年度 ー ー

令和４年度 ー ー

令和５年度 ー ー

3 地球温暖化対策の推進 環境課

7,119

事務事業の概要
環境パトロールは、2人1組で、週6日間町内をパトロール車で巡視し、ごみの不法投棄、違法広告物の
氾濫、放置自転車、違法駐車及び公害等を防止するため、監視と指導を行う。住民からの苦情・相談に
職員と連携し、対応の迅速化を図っている。空家対策は、平成２８年度に実施した実態調査の結果を参
考に、所有者への適正管理を促し周辺環境の保全を図っている。東京都の実施計画に従い、アライグ
マ・ハクビシンを箱わなを使用し、捕獲、駆除を行っている。近年では、飼い主のいない猫についての相
談も増加し、ボランティア団体と連携した対応を行っている。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

682

事務事業の概要
平成24年3月に策定した第一次計画の計画期間が終了するのに加え、国の地球温暖化対
策計画の改定に伴い「瑞穂町第二次地球温暖化対策実行計画」を策定した。本計画は「地
球温暖化対策の推進に関する法律」第21条に基づき、瑞穂町が事務事業に係る環境に配慮
した取組を率先して実行し、温室効果ガス排出量を削減することを目的とする。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

2 公害等の巡視・指導 環境課

2,191

事務事業の概要
毎年6月の第1日曜日に朝8時～9時までの1時間を自宅周辺の道路のごみ拾いの協力を町
内の全世帯にお願いする事業として、全町一斉清掃を実施している。 当日は各自宅前から
ごみ拾いを開始し、町内会単位で設定した収集場所に集め、分別したものを委託業者が回
収する。ごみ拾いを通して、ごみの散乱防止、再資源化の普及および地域の環境美化意識
の高揚を図るため実施する。

№ 事務事業名 担当
令和5年度

令和6年度
当初予算額当初予算額 決算額

4
ごみ収集とごみ減量対策
事業

環境課

№ 事務事業名 担当
令和5年度

225,854 223,749 235,452

事務事業の概要
家庭ごみ一部有料化・戸別収集を引き続き実施し、ごみの分別に対する意識啓発に努めることにより、分別収
集体系を堅持し、再資源化の促進及びごみの減量を目指す。廃棄物減量等推進審議会を開催し、ごみの減量
及び再利用の促進に関する事項を審議する。子ども会や町内会・自治会等が行う資源物の集団回収に対して
奨励金を交付して支援を行っている。分別収集体系を堅持するため、分かり易く、使い易い「ごみ・資源物収集
カレンダー」を作成し配布する。外国人向けのごみの出し方についても引き続き希望者に配布する。また、住民
がマナーを守り、ごみ出し方法をしっかり守れるよう、意識啓発に努める。ごみ収集委託業者の適正な人員配置
や収集員の資質向上を指導する。事業系ごみの展開検査及び排出事業者への立入調査も継続して実施し、適
正排出と一層のごみ減量を指導する。



リサイクルプラザは、不燃物、資源物、及び粗大ごみの処理、廃棄物の減量並びにリサイクル
の促進による生活環境の向上に寄与することを目的とする。リサイクルプラザでは、施設見
学の受入れや、不用品として搬入された粗大ごみの中から再利用できる家具などを販売し
たり、不用となった傘をリサイクル傘として再利用するなどリサイクルに努めている。

6
リサイクルプラザとエコ
パークの効率的、効果的
な管理

環境課

19,773 19,781 21,733

事務事業の概要

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

令和5年度 令和6年度
当初予算額当初予算額 決算額

10,308 10,349

№ 事務事業名 担当

令和6年度
当初予算額

事務事業の概要
リサイクルプラザの中間処理施設としての機能を十分に発揮し、ごみの減量とリサ
イクルを推進する。

6
資源物、不燃ごみ、有害ご
み、粗大ごみの適正な中
間処理

環境課

№ 事務事業名

5
廃棄物処理手数料徴収
事業（ごみ処理手数料、し
尿処理手数料）

環境課

担当
令和5年度

10,210

事務事業の概要
指定収集袋でのごみ処理手数料、西多摩衛生組合へ持ち込む事業系一般廃棄物
処理手数料、未水洗化世帯及び事業所のし尿汲み取り手数料を徴収することで、
廃棄物処理に係る受益者負担の適正化を図る。

235,938

当初予算額 決算額

228,833 231,595

合 計 額 519,575

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

7
河川水質・水生生物、大
気等の調査

環境課

6,250

事務事業の概要

大気環境調査は、大気汚染物質とダイオキシン類の調査を夏季、冬季の2回実施している。
河川水質は、残堀川3地点､不老川1地点において、業者委託による流量測定・水素イオン濃
度等の検査を実施している。残堀川については､立川市・武蔵村山市・瑞穂町で組織する
「残堀川水質調査会」の合同調査によって、水生生物調査とあわせて実施し、河川の監視と
汚濁防止に努め、また、東京都の関係機関（多摩環境事務所､西多摩建設事務所等）に対し
て、河川環境の保全について要請活動を実施している。

当初予算額 決算額

0 0

493,498 493,838

再掲として、５－５自然環境と共生するまち、７－４公共施設マネジメントに記載あり

金額については、６－４道路・河川に記載





 

１ 基本目標・施策分野の名称

総事業費（計） 3,820 3,754 4,240 0 0

施策の評価（分析）
町の豊かな自然環境の魅力を発信するとともに、引き続き、保全活動に伴う環境整備・保全活動を推進されたい。

都支出金 0 0 0

地方債及びその他の特定財源 1,062 1,064 1,076

一般財源 2,758 2,690 3,164

国庫支出金 0 0 0

総事業費（計） 4,389 4,335 4,568 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

 （単位：千円）

地方債及びその他の特定財源 1,054 1,055 1,063

国庫支出金 0 0 0

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

都支出金 0 0 0

基本目標 5  環境にやさしい安全・安心なまち

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 5  自然環境と共生するまち

10年後のめざす姿  狭山丘陵をはじめとする豊かな緑とさまざまな生き物を守り、人と自然が共生するまちとなっています。

２ 施策数値指標

ー ー

ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 3,335 3,280 3,505

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

ー ー ー ー

説明・コメント -

ー ー ー

 



年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度

 みずほエコパークは利用者の利便性を図るために、ドッグランの土補充や
ウッドチップの敷きならし等の修繕を行い、リニューアルしました。また、安全
な公園管理の観点から、近年の台風などの自然災害に備えて、ヒマラヤスギ
等の強剪定を行った。
 生き物が生息しやすい水辺環境を維持するため、町内河川の水質調査を実
施した（残堀川4回、不老川3回）。必要に応じて検査項目を見直しつつ、今後
も定期的に実施している。
 住民からの目撃情報や被害相談に基づき、外来動物の駆除を行った（ハク
ビシン4頭、アライグマ41頭）。併せて、町内の生態系の維持のため、アメリカ
オニアザミ等の外来植物の駆除も随時行った。広報、ホームページ、チラシ等
で町民にも協力を呼び掛け、今後も対策を継続していく。(環境課)
 さやま花多来里の郷を令和4年3月18日から4月11日まで開園し、都内など
から8,963名の方々が来園された。令和２年度と比較して約1,500名増加
し、初めて来園される方も多かった。広報やホームページでのPRの成果が出
た。（建設課）

豊かな町の自然環境の魅力について啓発し、コ
ロナ禍においても来園者数等が増加している
事は、ひとつの成果である。環境整備を推進し、
町の自然環境、景観を守る事業を奨励する。

４ 重点施策                 担当課 環境課・建設課

施策 1  自然環境の保全と環境整備 基本構想・重視すべき視点 資源を磨き生活の質を豊かにする

令和４年度

 みずほエコパークは利用者の利便性を図るために、園路に定期的にウッド
チップを敷きならしている。令和4年度には、枝垂桜の剪定や支柱交換等も
行った。また、安全な公園管理の観点から、近年の台風などの自然災害に備
えて、ヒマラヤスギ等の強剪定を実施した。
 生き物が生息しやすい水辺環境を維持するため、町内河川の水質調査を実
施した（残堀川4回、不老川4回）。必要に応じて検査項目を見直しつつ、今後
も定期的に実施していく。
 住民からの目撃情報や被害相談に基づき、外来動物の駆除を行った。（ハク
ビシン4頭、アライグマ38頭）。併せて、町内の生態系の維持のため、アメリカ
オニアザミ等の外来植物の駆除も随時行った。広報、ホームページ、チラシ等
で町民にも協力を呼び掛け、今後も対策を継続していく。（環境課）
 さやま花多来里の郷を令和5年3月17日から4月3日まで開園し、都内など
から5,574名の方々が来園された。令和3年度と比較して約3,000名減少し
た。減少した原因として、カタクリの開花は早かったが、天候の影響で花が咲
き続かなかった。そのため、開園も短く来園者も少なかった。（建設課）

みずほエコパーク、さやま花多来里の郷、六道
山公園は、来訪者が楽しめる公園、施設である。
引き続き多くの住民が町の豊かな自然環境に
誇りが持てるよう、保全活動を推進する必要が
ある。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

令和６年度

令和７年度

令和５年度

さやま花多来里の郷を令和6年3月15日から4月8日まで開園し、都内外など
から8,715名の方々が来園された。令和4年度と比較して約3,000名増加
し、長い期間花も咲き続き、新聞にも掲載されたため、初めて来園される方も
多かった。広報やホームページでのPRの成果も出た。（建設課）

さやま花多来里の郷は町の貴重な地域資源で
ある。さらなる磨きをかけるとともに、町が持
つ様々な地域資源と組み合わせ、相乗効果が起
きる事を期待している。

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

事務事業の概要
エコパークは町民の健康増進、リサイクル及び環境学習を推進することを目的とする。エコ
パークは、平成17年11月の開園以降、順次整備を進め、日常の管理はシルバー人材セン
ターに委託している。年9回のフリーマーケットの実施、ドッグランを整備するなどリサイクル
の拠点として、町内外に広くＰＲをしている。管理運営に関しては、みずほエコパーク管理運
営委員会から意見を聴取し進めている。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

1
（再掲）
ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞとｴｺﾊﾟｰｸの効
率的、効果的な運営

環境課

0 0

当初予算額 決算額

5,678

事務事業の概要
 「瑞穂町樹木及び樹林地の保存に関する条例」に基づき、町内に広がる樹林地
や、市街地に残された大樹や屋敷林を可能な限り保存指定する。また、町の景観
の保全並びに緑潤うまちづくりを目指す。

2 樹木樹林地の保全事業 建設課

4,568 4,240

合 計 額 5,6784,568 4,240

再掲 金額については、５－４環境にやさしい生活の推進、７-４公共施設マネジメントに記載





 



 



 

１ 基本目標・施策分野の名称

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

国庫支出金 0 0 0

一般財源 37,356

事業費/年度 令和３年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

できれば引っ越したい理由のう
ちの「交通の便が悪い」の割合
（の減少）

89.6%
（令和元年度）

-説明・コメント

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

※
令和6年度にアン
ケートを実施予
定

※
令和6年度にアン
ケートを実施予
定

※
令和6年度にアン
ケートを実施予
定

都支出金

基本目標 6  便利で快適に暮らせるまち

施策分野 2  公共交通

― ― ―

令和6年度

85%
（     ）

令和7年度 目標値
（実績値）

10年後のめざす姿
 町内における地域間の移動や、町内各地域から町外への玄関口であるJR箱根ケ崎駅を結ぶ公共交通が充
実し、住民誰もが円滑に移動することができます。

指標名 現状値
実 績

令和3年度 令和4年度

２ 施策数値指標

令和5年度

令和４年度

114,299 122,152

予 算 額

総事業費（計） 45,856 140,404 148,688 0 0

8,500 26,105 26,536

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

 （単位：千円）

一般財源 54,598 75,166 103,865

国庫支出金 0 7,988 0

総事業費（計） 88,585 146,971 138,812 0 0

施策の評価（分析）
交通不便地域を主体とし、民間の路線バスを補うため、コミュニティバスの運行をしている。引き続き、運行計画見直し後
の利用実態を踏まえ、運行継続の可否や運行形態等について検討されたい。

都支出金 32,040 63,817 34,947

地方債及びその他の特定財源 1,947 0 0

 



５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

令和４年度

モノレールを呼ぼう瑞穂の会と協働した啓発活動を計画し、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止の観点から事業の中止もあったが、残堀
川ふれあいイベントなど計7回の啓発活動を行った。また、町議会と
ともに東京都に対し多摩都市モノレール延伸の早期実現について要
望を行った。（都市計画課）

多摩都市モノレール延伸計画等の都市計画素案
の説明会が行われ、住民の関心が高まってい
る。引き続き、東京都及び沿線自治体との情報
連携に努められたい。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

20,921

事務事業の概要
町民の広域交通の利便性の向上を図るとともに、排気ガスの削減・省エネルギー対策や交
通渋滞を緩和するため、町議会や加盟協議会と連携し、関係機関に対して公共交通の整備
や改善等の要望活動を行う。

1
広域公共交通に関する要
望活動

都市計画課

20,735 20,857

多摩都市モノレール新駅周辺まちづくり基本構
想が策定され、導入空間及び都市構造のあり方
について、議論、検討を進められたい。

令和６年度

令和３年度

令和５年度

モノレールを呼ぼう瑞穂の会と協働した事業を計画し、町内各種イベ
ントにおける啓発活動や都知事と衆議院議員を招いた講演会の実
施など計１5回の活動を行った。また、町議会とともに東京都に対し多
摩都市モノレール延伸の早期実現について要望を行った。

年度 【進捗状況】（主な取組等）

令和７年度

住民の移動の円滑化、交通不便地域の解消のため、地域公共交通
会議において、運行計画について検討をし、１０月１日からコミュニ
ティバスの実証実験運行を町内５コースで開始した。（都市計画課）

準備行為も含め、実証実験に向けて多くの調整
を要し、運行開始できたことは大きな成果であ
る。今後、実証実験結果等を踏まえ、将来にわた
り地域公共交通を維持できるかについても検
討すべきである。

令和４年度

住民意見交換会や乗降調査、アンケートを通じて、利用者ニーズを
分析し、利用状況と照らし合わせ、利便性向上及び運行状況の改善
のため、令和５年４月１日から運行計画を変更することとし、各種団
体との調整や準備を行った。（都市計画課）

担当課 都市計画課

施策

令和３年度

モノレールを呼ぼう瑞穂の会と協働した啓発活動を計画したが、新
型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から多くの事業を見送っ
た。また、町議会とともに東京都に対し多摩都市モノレール延伸の早
期実現について要望を行った。（都市計画課）

今後も関係各機関へ粘り強く要請を続けられた
い。また、東京都との情報連携を密にされた
い。

都市計画課

施策 1  バス交通の充実 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

４ 重点施策                 担当課

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

2  多摩都市モノレールの整備促進 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

実施実験開始から１年６か月が経過し、乗降調
査・住民アンケートを踏まえ、翌年度に向けて新
たな運行計画に取り組み、柔軟な対応をしてい
る事は評価できる。

令和５年度

住民意見交換会や乗降調査、アンケートを通じて、利用者ニーズの
分析を行い、それまでの利用実態や地域の特性を踏まえ、新たな交
通手段を引き続き研究するとともに、地域公共交通の事業継続性も
含め、代替交通手段への転換などについて具体的検討を行った。

地域公共交通会議等の意見を踏まえ、迅速に町
の特性を踏まえた交通手段を模索していること
は評価できる。

令和６年度

令和７年度

【評価・査定】

当初予算額 決算額



合 計 額 20,921148,688 138,812

70,427

事務事業の概要
町の公共交通は、ＪＲ八高線と民間及び都営バス路線が町民の身近な交通網として重要な
役割を担っているが、通勤や通学、買い物やレジャーなどの移動手段として十分とはいえな
い状況である。また、自動車保有率が高いが、今後の超高齢社会の進行を踏まえると、自動
車から公共交通への移動手段の転換が大きな課題となる。住民生活の基礎となる町内の公
共交通を確保・維持するため、コミュニティバスの実証実験運行を開始する。

当初予算額 決算額

127,953 117,955

2
地域公共交通のあり方検
討

都市計画課

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額





 

１ 基本目標・施策分野の名称

総事業費（計） 176,539 173,255 175,388 0 0

施策の評価（分析）
住民1人あたりの都市公園面積については、目標値に達している。魅力ある居住空間を創出するため、社会情勢を踏まえ
た住宅施策等に努められたい。

都支出金 69 5,153 51

地方債及びその他の特定財源 18,634 19,029 19,619

一般財源 148,907 142,294 148,650

国庫支出金 8,929 6,779 7,068

総事業費（計） 195,871 172,230 177,570 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

 （単位：千円）

地方債及びその他の特定財源 19,369 20,665 22,121

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

令和5年度

２ 施策数値指標

令和6年度

住民の定住意向指数
52%

（      ）

都支出金 72 30,376 69

一般財源 170,279 116,371 146,727

国庫支出金 6,151 4,818 8,653

※
定住意向指数に
ついては、令和6
年度にアンケート
を実施予定

施 策 分 野 評 価 シ ー ト

37.99㎡ 38.19㎡

48.6%
（令和元年度） ― ― ―

現状値
実 績

37.65㎡
（      ）

37.80㎡住民1人あたりの都市公園面積
36.96㎡

（令和2年10月）

基本目標 6  便利で快適に暮らせるまち

施策分野 3  住宅・公園

10年後のめざす姿

令和7年度 目標値
（実績値）令和3年度

 安全性・利便性・快適性を備えた住宅や、魅力ある公園が存在し、緑があふれる暮らしやすい住宅地が形成
されています。

指標名

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

-説明・コメント

※
定住意向指数に
ついては、令和6
年度にアンケート
を実施予定

※
定住意向指数に
ついては、令和6
年度にアンケート
を実施予定

令和4年度

 



国、都及び町が協力して、健康で文化的な生活を営むに足る住宅を整備し、これを住宅に困
窮する低額所得者に対して低廉な家賃で賃貸することにより、住民生活の安定と社会福祉
の増進に寄与することを目的としている。

№ 事務事業名 担当

令和５年度

箱根ケ崎駅西土地区画整理事業の稲荷ヶ丘公園外２公園の整備に
向けて、地域オーダーメイドの視点で進め「特色ある地域に愛される
公園」を目指すため、「稲荷ヶ丘公園外２公園の整備を考える会」を
立ち上げ、会議を2回行った。
六道山公園の展望塔などの塗装、洗浄や狭山谷公園とさくら公園に
町のキャラクターのＰＲも含めて、みずほまるのスプリング遊具を設
置した。下野公園のフェンスが壊れていたため、フェンスの取替えを
行った。公園・緑道の樹木の剪定など業者委託を行った。

計画的な公園整備が推進され引き続き、安全
性・利便性・快適性について追及するとともに、
地域の特性を活かした快適な生活空間の確保
に努められたい。

令和６年度

建設課

施策 1  計画的な公園整備および維持管理 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

４ 重点施策                 担当課

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和5年度 令和6年度
当初予算額当初予算額 決算額

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

令和３年度

2

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

令和７年度

緑の基本計画を改定するとともに、箱根ケ崎駅西土地区画整理事業
地内の３箇所の公園について、都市計画決定を行った。
六道山公園に多くの方が休憩ができるように、屋外卓（４人掛け）３
基とベンチ１基を設置した。狭山池公園と富士見公園に防犯対策とし
て、防犯カメラを設置した。公園・緑道の樹木の剪定など業者委託を
行った。

箱根ケ崎駅西土地区画整理事業は着実に進捗
している。安全かつ工夫を凝らした、地域のシ
ンボルとなる公園づくりを推進されたい。

令和４年度

箱根ケ崎駅西土地区画整理事業の稲荷ヶ丘公園外２公園の整備に
向けて、地域オーダーメイドの視点で進め「特色ある地域に愛される
公園」を目指すため、地域及び関係機関に対し、幅広くアンケート調
査を実施した。
狭山池公園と松原中央公園に町のキャラクターのＰＲも含めて、みず
ほまるのスプリング遊具を設置した。六道山公園に防犯対策として、
防犯カメラを設置した。松原中央公園のだれでもトイレにだれでも利
用できる公園にするため、ベビーシートを設置した。公園・緑道の樹
木の剪定など業者委託を行った。

1 公営住宅管理事務 都市計画課

公園緑地の整備及び維持
管理

建設課

153,040

事務事業の概要
「瑞穂町緑の基本計画」に基づき、都市公園法に定める町民一人当たりの公園標準面積
（10㎡以上）の早期達成を目指して、計画的に整備を進め、公園・緑地の拡大を図る。また、
土地区画整理事業や大規模開発に伴い、公園・緑地の確保を図る。土地区画整理事業に伴
う公園整備については、殿ケ谷区画整理地内に3公園、箱根ケ崎駅西区画整理地内に3公
園の整備が予定されている。また、市街地の空閑地を利用してポケットパークなどの整備を
進める。

146,727 147,819

みずほまるの遊具など、計画的な公園整備が推
進されている。今後の維持管理についても、安
全性・利便性・快適性について追及されたい。

52,723

当初予算額 決算額

30,843 27,569

事務事業の概要

合 計 額 205,763177,570 175,388

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり



 

施 策 分 野 評 価 シ ー ト №

１ 基本目標・施策分野の名称

総事業費（計） 251,290 249,969 249,489 0 0

施策の評価（分析）
住民の生活や事業活動において、誰もが利用する根幹的な施設（道路等）である。引き続き、財源確保に努めるとともに、
着実な道路整備・維持管理に努められたい。

都支出金 13,160 20,300 32,815

地方債及びその他の特定財源 35,000 26,922 34,551

一般財源 200,446 201,797 182,123

国庫支出金 2,684 950 0

総事業費（計） 247,345 251,936 269,148 0 0

決 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

 （単位：千円）

都支出金 5,000 20,000 28,200

地方債及びその他の特定財源 42,000 42,000 43,000

国庫支出金 2,750 1,045 0

基本目標 6  便利で快適に暮らせるまち

指標名 現状値
実 績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 4  道路・河川

10年後のめざす姿
 主要幹線道路等について安全で安心な移動が確保されているとともに、適切に整備、維持管理されてい
ます。

２ 施策数値指標

ー

ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

３ 予算・決算の状況  （単位：千円）

ー

説明・コメント -

ー ー ー ー ー ー

予 算 額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 197,595 188,891 197,948

 



令和７年度

都市計画道路３・５・２４号線について、1件の移転物件調査を実施
し、また、関係機関との協議や未買収権利者との交渉を行った。都に
対し、都市計画道路３・４・４号線及び３・５・１７号線の早期整備につ
いて要望した。

主要幹線道路等は、住民にとって大きな役割を
有しているが、その事務や交渉等は時間を要す
る。町の発展のため粘り強く地権者との交渉を
進められたい。

令和４年度
都市計画道路３・５・２４号線について、関係機関との協議や未買収
権利者との交渉を行った。都に対し、都市計画道路３・４・４号線及び
３・５・17号線の早期整備について要望した。

町の発展のため粘り強く地権者との交渉を進
められたい。

令和５年度

都市計画道路３・５・２４号線について、1件の補償算定調査を行っ
た。また、関係機関との協議や未買収権利者との交渉を行い、うち１
件について買収に関する合意を得た。都に対し、都市計画道路３・４・
４号線及び３・５・１７号線の早期整備について要望した。

町の発展のため粘り強く地権者との交渉を進
められたい。

令和６年度

令和３年度

建設課

施策 1  幹線道路等の整備 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

４ 重点施策                 担当課

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

【評価・査定】

令和３年度

改修工事2件及び舗装工事3件を完了させた。また、無電柱化事業
について、基本設計を実施した。年間を通じ、道路等の不良箇所の
早期発見に努め、状況に応じた迅速かつ的確な対応により良好な道
路機能を維持することができた。交通安全施設では、道路照明灯の
ＬＥＤ化（255基）を進めるとともに必要箇所に、道路反射鏡等を整
備し、交通安全の向上を図った。

安全で安心な移動の確保には、近年の記録的な
短時間雨量を考えると、道路の整備・維持事業
を着実に進めることは重要である。また、無電
柱化事業に着手しているが、今後、専門知識等
も必要で、関係機関等の調整も必要となる。

令和４年度

今後の計画的な道づくりや円滑な道路維持管理を進めて行くため、
「瑞穂町道路整備方針」を策定し、改修工事１件及び舗装工事５件を
完了させた。また、無電柱化事業について、試掘作業及び修正設計
を実施した。年間を通じ、道路等の不良箇所の早期発見に努め、状
況に応じた迅速かつ的確な対応により良好な道路機能を維持するこ
とができた。交通安全施設では、道路照明灯のＬＥＤ化（214基）を進
めるとともに必要箇所に、道路反射鏡等を整備し、交通安全の向上
を図った。

無電柱化事業については、電線共同溝参画事業
者や企業者・事業者との綿密な調整が重要であ
る。時間はかかるが、着実に事業を進められた
い。

担当課 建設課

施策 2  町道等の整備と適切な維持管理 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

年度 【進捗状況】（主な取組等）

「瑞穂町道路整備方針」を踏まえ、主要な道路と
なる都市計画道路はもちろん、狭あい道路の整
備についても、適正な維持管理に努められた
い。

令和６年度

令和７年度

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

令和５年度

「瑞穂町道路整備方針」に基づき、計画的な道づくりや円滑な道路維
持管理を進めて行くため、舗装工事５件を完了させた。また、無電柱
化事業について、詳細設計を実施した。年間を通じ、道路等の不良
箇所の早期発見に努め、状況に応じた迅速かつ的確な対応により良
好な道路機能を維持することができた。交通安全施設では、道路照
明灯のＬＥＤ化（208基）を進めるとともに必要箇所に、道路反射鏡
等を整備し、交通安全の向上を図った。

当初予算額 決算額

6,250

５ 個別事務事業概要 （単位：千円）

事務事業の概要
大気環境調査は、大気汚染物質とダイオキシン類の調査を夏季、冬季の2回実施している。
河川水質は、残堀川3地点､不老川1地点において、業者委託による流量測定・水素イオン濃
度等の検査を実施している。残堀川については､立川市・武蔵村山市・瑞穂町で組織する
「残堀川水質調査会」の合同調査によって、水生生物調査とあわせて実施し、河川の監視と
汚濁防止に努め、また、東京都の関係機関（多摩環境事務所､西多摩建設事務所等）に対し
て、河川環境の保全について要請活動を実施している。

1
河川水質・水生生物、大
気等の調査

環境課

5,397 4,214



№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

交通安全施設整備事業 建設課

72,707

事務事業の概要
地域や住民からの設置要望あるいは現地調査により、設置が必要と判断した箇所に交通安
全施設を設置。道路照明灯については、灯具に腐食がある箇所について、順次更新を実施
している。道路反射鏡の破損等についても取替を行っている。また、警察からの要望も含
め、区画線の消えている箇所について引き直しを実施し、事故の未然防止を図ることを目的
としている。

2

66,454 63,165

70,421 72,816

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

都市計画道路の整備促進 建設課

2,483 4,793

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

190,210

事務事業の概要
生活道路は、住宅と活動拠点を結ぶ動線であり、生活道路を整備することにより、
狭隘道路を解消し、災害時における避難路の確保及び生活環境の向上や住民の
安全で快適な通行を確保するため、拡幅などの改良整備に努める。

合 計 額 349,945

5 生活道路の整備事業 建設課

当初予算額 決算額

124,393 104,501

269,148 249,489

830

事務事業の概要
都市計画道路は、都市における円滑な交通の確保、豊かな公共空間を備えた良好な市街地
の形成をはかり、安全で快適な都市生活と機能的な都市活動に必要な都市施設である。交
通の円滑化、交通の利便を図ることはもとより、日照や通風などを確保し、居住環境を保全
する機能や地下埋設空間の機能を有している。また、都市防災の強化や、幹線道路と生活
道路とネットワークとの形成を図り、円滑な都市活動と安全・快適な都市空間の確保を行う。
東京都における都市計画道路の整備方針（第二次事業化計画）に基づき事業を推進してい
る。用地取得のための測量作業、物件調査業務及び道路設計は、委託をしている。国及び
都補助により事業を実施している。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

4

当初予算額 決算額

79,948

事務事業の概要
道路は単に交通の利便性を図るだけでなく、日照や通風などを確保し住環境を保全する機
能を有すると同時に、地下埋設物空間の機能をも有している。とりわけ、生活道路は日常生
活と密接していて、引き続き道路維持管理体制の強化を図る（道路維持補修等委託の実
施）。
委託事務は、道路維持補修・街路樹剪定・側溝等浚渫・除草・清掃・産業廃棄物処理・側溝、
集水桝、浸透槽の清掃等で発生したものの処分・道路緊急除雪等である。
不良箇所の早期発見により、防災及び消防活動がスムーズにできるよう、良好な道路機能
を維持し、安全で快適な住環境の確保に努める。

3
道路維持補修等業務
委託事務

建設課





 







 







 







 









 
















